
議会運営委員会記録 

１  日  時      令和２年１２月１６日（水曜日）                  

開   会       午後 １時２８分 

閉  会       午後 ２時１５分 

２  場  所      第２委員会室 

３  出 席 委 員    １０人 

         委 員 長    金 厚 有 豊 

       副委員長    佐 藤 則 寿 

       委  員    岡 部   享 

      〃      押 田 大 祐 

         〃      江 西 照 康 

            〃       髙 田 真 里 

        〃      成 田 光 雄 

         〃      松 尾   茂 

         〃      高 田 重 信 

         〃      柞 山 数 男 

４  欠 席 委 員    ０人 



５  委員外議員として出席した者 

     議  員    上 野   蛍 

             〃       金 井 毅 俊 

        〃       大 島   満 

        〃      尾 上 一 彦 

            〃      赤 星 ゆかり 

      〃      村 上 和 久 

６  説明のために出席した者 

【財務部】 

部長               中田 貴保

参事（財政課長）         古西 達也 

７  職務のために出席した者 

【議会事務局】 

事務局長             浦野 弘司

事務局次長            福原  武 

庶務課長             大野  満

議事調査課長           野嶽 誠司

庶務課主幹            栗山 朋子

議事調査課長代理         中山  崇 

議事調査課議事係長        酒井  優

議事調査課調査係長        本田 宏之

議事調査課主事         北山  栞 



1

８   会議の概要  

委員長    ただいまから議会運営委員会を開会いたしま

す。  

      〔傍聴の申込み（２名）を許可〕 

委員長    なお、追加議案については、本会議に提出前

の案件であることから、傍聴人には、協議事

項１番目が終了した後に入室いただくことと

しますので、御承知おき願います。 

まず、委員会記録の署名委員に成田委員、松

尾委員を指名いたします。 

本日の協議事項は、お手元に配付のとおりで

あります。  

      初めに、協議事項１番目、追加議案について

であります。 

      このことについて、当局から説明があります。 

財務部長   〔議案概要書（追加提出分）により説明〕  

委員長    ただいまの説明について、何か質問等はあり

ませんか。  

高田 重信委員 定例会最終日に委員会は開かないのですか。 
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委員長    それは今から説明します。  

ほかに質問等がないようですので、この程度

にとどめます。  

      当局の皆さんは退室願います。  

      〔財務部退室〕  

委員長    今ほど財務部長から説明がありましたとおり、

本定例会最終日である１２月２２日（火曜日  

      ）に予算案件１件が追加提出される予定にな

っております。  

      この案件について、議長は、所管する予算決

算委員会へ付託するとの判断を示しておられ

ます。 

      そこで、この案件については、２２日の本会

議において提案理由説明、議案質疑の後、本

会議を一旦休憩し、休憩中に予算決算委員会

及び総務文教分科会、厚生分科会を開いて審

査を行うことにいたしたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように決定いたします。 

      なお、追加議案についての議案概要書及び議

案説明資料については、この委員会終了後に
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棚入れにより配付させていただきます。 

      また、議案書については、１２月２１日（月

曜日）の朝に各会派の議員控室に配付すると

のことですので、御承知おき願います。 

      ここで、本件に対する議案質疑、討論の通告

期限について確認しておきたいと思います。  

      まず、議案質疑の通告期限については、質疑

が行われる日の前日、１２月２１日（月曜日  

      ）の午後５時まで、討論の通告期限について

は、１２月１８日（金曜日）の午後５時まで

を第一期限に、これと対になる立場での討論

の通告期限が１２月２１日（月曜日）の正午

までとなりますので、御承知おき願います。  

      以上で、追加議案についての協議を終了しま

す。  

      この後、議案の審査を行いますのでしばらく

お待ちください。  

      〔議会事務局着席〕  

      〔傍聴者（２名）の入室を許可〕 

委員長    次に、協議事項２番目、本委員会に付託され

ました議案の審査を行います。 

      議案第１７０号  富山市議会議員の議員報酬、

費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を
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改正する条例制定の件  

      を議題といたします。 

      これより、事務局の説明を求めます。  

庶務課長   〔議案書及び議案概要書により説明〕  

委員長    これより質疑に入ります。  

      質疑はありませんか。 

      〔発言する者なし〕  

委員長    ないようですので、これをもって議案の質疑

を終結いたします。 

      これより、議案第１７０号の討論に入ります。 

      討論はありませんか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    討論なしと認めます。 

      これより、議案第１７０号を採決いたします。 

      本案件は、原案のとおり決することに御異議

ありませんか。  

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    御異議なしと認めます。 
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      よって、本案件は原案可決されました。 

      以上で、本委員会に付託されました議案の審

査を終了いたします。  

      委員各位に御相談申し上げます。 

      委員長報告については、正・副委員長に御一

任願いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように取り計らいます。 

      これで、議会事務局の皆さんは退席願います。 

      座席を変更しますので、しばらくお待ちくだ

さい。 

      〔座席の変更〕  

委員長    次に、協議事項３番目、請願の審査について

のうち、まず、  

令和２年分請願第７号  議会主催の「市民と

の意見交換会」を開くことの請願  

を議題といたします。  

      請願文書表はお手元に配付のとおりでありま

す。  

      まず、事務局に請願文を朗読させます。 

事務局    〔請願文の朗読〕 
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委員長    それでは、本請願について御意見等はありま

せんか。 

柞山委員   市民との意見交換会を議会として開いてほし

いという請願であります。この議題について

は、各会派からの委員で構成される議会改革

検討調査会でも十分に議論をされてきたとこ

ろであります。その経過を振り返りますと、

やはりなかなか議会として、全体の意見がま

とまって、市民との意見交換会とか、あるい

はそういうものを開催する環境にはないとい

うような議論ばかりでした。  

      今現在、我が会派や周りを見ますと、少なく

とも地域選出の方が多いので、地域の自治振

興会あるいは商工会、老人クラブ、そういう

いろいろな関係諸団体との意見交換、市政報

告会は恒常的に、定期的にやってきているわ

けであります。  

      また、医師会などといった市域全体をまたぐ

団体については、定期的に意見交換し、市政

に対する意見も述べていただいて、そのこと

を市政に反映させるために会派としての活動

を展開している最中であります。  

この請願の趣旨は、議会主催で報告会を開く

ということでありますが、先ほど述べたよう

に、議会改革検討調査会で重々議論をされて
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きて、その環境に至らなかったという経過を

踏まえて  今任期は来年４月で終わるわけで

ありますが、この機になって、この請願を受

けてまた開くと。あるいは、手順を踏むとき

には議会改革等を総合した議論を続けていか

なくてはいけないかもしれませんけれども、

あまりにも短期間でこの件を議論するという

のは少し、不可能ではないかというふうに思

っています。 

      思いはよく分かるのですが、この請願を受け

て実施できるかというと、そういう環境では

ないということであろうと思っておりまして、

この請願については、我が会派としては不採

択にすべきだと思っております。  

松尾委員   まず、市民との意見交換をするということは

議員として当たり前のことであって、議員の

皆さんもしっかりやっていただいていること

だと思います。  

それを議会として実施していくべきだという

請願なのだと思いますけれども、公明党会派

としましても、議会報告会の開催という形で、

そこで住民説明会だとか意見交換会をしてい

けばいいのではないかということを議会改革

検討調査会の検討項目として提案させていた

だきました。 
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今、柞山委員からもありましたけれども、議

会改革検討調査会でいろいろと議論をされて、

実際にはまとまらなかったというか、そうい

った形ではあるのですけれども、ただ、今後

ともしっかりと議論をしていくべきことだと

は思います。 

      ただ、今のこの時期は改選ということもあり

ますので、選挙が終わってからまた改めて検

討していけばいいのかなと。今の時点で、こ

の請願に関してはちょっと賛成しがたいとこ

ろが実情です。  

岡部委員   今、自民党さんと公明党さんから意見があっ

たわけですけれども、様々な会派で市民の皆

さんの意見を聞くということはやっぱり大事

ではないかなと、私はこう思っています。 

      集まる方も参加しやすいという面もあると。

そういう意味では、やっぱり議会として開催

をしていくというこの趣旨については本当に

賛同するわけです。 

      ただ、この間の議会改革検討調査会でもいろ

いろと議論がされてきてまとまらなかったと

いうこともあり、この時期、改選まであと僅

かだということもあるわけですけれども、で

きればそういう方向性をつけて次に移ってい

くということも考えられるのではないかとい
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うことで、私は採択すべきではないかと思っ

ています。  

委員長    ほかにないようですので、この程度にとどめ

ます。 

      次に、念のため確認いたしますが、本請願を

継続審査とするとの御意見はありませんか。  

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、引き続き審査を続けます。  

      これより、令和２年分請願第７号の討論に入

ります。 

      討論はありませんか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    討論なしと認めます。 

      それでは、令和２年分請願第７号についてお

諮りいたします。  

      本請願は採択することに賛成の諸君の挙手を

求めます。  

      〔賛成者挙手〕  

委員長    挙手少数であります。 
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      よって、令和２年分請願第７号は、不採択と

することに決定いたしました。 

      次に、  

令和２年分請願第８号  一般質問及び議案質

疑を非常時においても柔軟に運用できるよう

改善を求める請願  

を議題といたします。  

      請願文書表はお手元に配付のとおりでありま

す。  

      まず、事務局に請願文を朗読させます。 

事務局    〔請願文の朗読〕 

委員長    それでは、本請願について御意見等はありま

せんか。 

柞山委員   一般質問と議案質疑を分けるという話も、過

去何度も積んだり崩したりしながら議論して

まいりました。  

      結論から言いますと、議案質疑を一般質問と

分けて行うという話で、議案質疑だけを集中

して行うということになると 委員会の開催

も１日１委員会として充実してきております

が、本会議で議案質疑を行うと委員会での質

疑が形骸化されるという意見もありました。  

これを積んだり崩したりしながら、一般質問
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に包含して議案質疑もできると。一般質問も

できるし議案質疑もできるという形で、現在

の流れとなっております。 

      改めて過去を検証しながら思いますに、そう

いうことを踏まえていろいろな議論がなされ

た中で、現行の体制が成り立っているものと

思います。  

      加えて言うならば、冒頭にも言いましたが、

以前は１日に２つの委員会が同時開催されて

いたわけでありますけれども、今は１日１委

員会の開催で、他の議員も傍聴に入って、質

疑を聞く機会もあるわけであります。 

      そういう意味から、今の形が成り立ってきて、

現行で最善だと私は思っておりますし、私ど

もの会派もそういう意見で今までつないでき

たものだというふうに理解をしております。  

      ですから、現行のままということであればこ

の請願は不採択とするしかないというふうに

思っております。  

岡部委員   この請願についてですが、まず趣旨の（１）

について中身がよく分からないと。具体的で

はないのです。定例会ごとに決めると言われ

ても、ではどんな決め方をするのか  時間は

どう決めるのかということが全然分からない

と。年間でないということになれば、全体で
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どんな時間になるのかということが全く見え

ないということで、ちょっと分かりにくい請

願であるというふうに思います。  

      この問題についてもこの間いろいろと議論が

されてきて、年間１２０分では短いという議

論もありました。私もこの１年間少々、各会

派の議員の皆さんの質問時間を調査させても

らうと、やっぱり多くの方が４５分以上だっ

たと。一方、少数会派の議員はどうしても時

間制限があることで３０分に限られている方

が多いという傾向があるわけで、この質問時

間についての検討は必要だろうというふうに

思いますが、この請願については中身が分か

らないので、これはいかがなものかという思

いです。 

      それから、議案質疑と一般質問との切り離し

については、現状は一般質問の中で議案質疑

ができるということになっております。その

中で自分の意見なども含めて質問ができると

いう状態は、悪いことではないのかなという

ふうに私は思っています。 

      ただ、先ほどの話と絡みますけれども、質問

時間が問題かなというふうに思っています。  

     そういう意味では、委員会のインターネット

中継も含めて問題はまだまだあるわけですが、

この請願の趣旨の２点について、不採択とい
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うことで、会派として考えております。 

松尾委員   まず、（１）の一般質問の持ち時間を年間で

はなく定例会ごとにと言っておられるのです

けれども、公明党としては、１年間の計画を

しっかり立てて質問を組み立ててということ

でやっているわけであって、やはり年間でし

っかりと計画を立てられるような形にしてい

ただけたらと思います。 

      非常時につきましても、会派の、個々の思い

を代表して、時間は短縮されるかもしれない

ですけれども、しっかりと思いを伝えること

ができるので、公明党会派としては現状のま

までいいのかなというふうには思っておりま

す。  

      質問時間の延長等はこれまでも議論しました

けれども、改選の時期でもありますし、引き

続き議論をしていってもいいのかなというふ

うには考えております。 

      また、議案の質疑と一般質問を切り離すとい

うことで、先ほど柞山委員も言われましたけ

れども、実際に過去にも切り離して行ったこ

とがあったようですが、そのときはやはり議

案質疑がどうしても  質疑があまりうまくで

きなかったということがあったこともちょっ

と耳にしております。  
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やはり現状ではなかなか難しいのかなという

ふうに私自身は思っていますので、この請願

者の思いは分かるのですけれども、公明党会

派としては請願は不採択かなというふうに考

えております。  

委員長    ほかにないようですので、この程度にとどめ

ます。 

      次に、念のため確認いたしますが、本請願を

継続審査とするとの御意見はありませんか。  

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、引き続き審査を続けます。  

      これより、令和２年分請願第８号の討論に入

ります。 

      討論はありませんか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    討論なしと認めます。 

      それでは、令和２年分請願第８号についてお

諮りいたします。  

      本請願は採択することに賛成の諸君の挙手を

求めます。  
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      〔賛成者なし〕  

委員長    挙手なしであります。 

      よって、令和２年分請願第８号は、不採択と

することに決定いたしました。 

      以上で、本委員会に付託されました請願の審

査を終了いたします。  

      委員各位に御相談申し上げます。 

      委員長報告については、正・副委員長に御一

任願いたいと思いますがいかがでしょうか。  

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように取り計らいます。 

      次に、協議事項４番目、各会派で御検討をい

ただくことになっておりました意見書・決議

についてであります。  

      それでは、各会派で御検討いただきました結

果を順次お聞かせください。  

      まず、１番目の「新型コロナウイルス感染症

の拡大への対策を求める意見書」について御

意見をお聞かせください。 

松尾委員   賛成です。 

岡部委員   趣旨については賛同するのですけれども、９ 
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     番の法整備について氏名等の公表などが含ま

れていることは、ちょっと踏み込みすぎかな

と思うので、調査・研究です。 

委員長    全会一致の賛成ではありませんので、議運と

しては議員提出議案として取り扱わないこと

に決定いたしました。  

      次に、２番目の「新しい時代に向けての少子

化対策を求める意見書」について御意見をお

聞かせください。  

松尾委員   賛成です。 

岡部委員   家族を持つこと、あるいは生み育てることの

喜び、実感という記載については少し踏み込

んだ内容になっているのではないかという感

じを受けるので調査・研究です。  

委員長    全会一致の賛成ではありませんので、議運と

しては議員提出議案として取り扱わないこと

に決定いたしました。  

      次に、３番目の「不妊治療への保険適用の拡

大を求める意見書」について御意見をお聞か

せください。 

高田 重信委員 これにつきまして、４番に書いてある文言を 
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もし削除していただけるのであれば自民党と

しては賛成したいと思っておりますが、公明

党さんの判断をお伺いしたいと思います。 

松尾委員   実を言うと、公明党のほうでも事実婚という

部分でいろいろと議論をしていたのですけれ

ども、そうではなくて今は不妊治療の保険適

用の拡大をとにかく優先的に、早急に行うべ

きだと。事実婚に関してはその後の議論にな

るだろうということで、今回は削除すること

にさせていただきます。 

高田 重信委員 それでは、自民党としては賛成です。 

岡部委員   今の部分も含めて賛成です。 

委員長    全会一致で賛成でありますので、議運として

議員提出議案とすることに決定いたしました。 

      次に、４番目の「犯罪被害者支援の充実を求

める意見書」について御意見をお聞かせくだ

さい。 

高田 重信委員 賛成です。  

岡部委員   賛成です。 
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委員長    全会一致で賛成でありますので、議運として

議員提出議案とすることに決定いたしました。 

      次に、５番目の「住まいと暮らしの安心を確

保する居住支援の強化を求める意見書」につ

いて御意見をお聞かせください。  

高田 重信委員 反対です。  

岡部委員   法的な拡充等いろいろ記載がありますので、

調査・研究です。  

委員長    全会一致の賛成ではありませんので、議運と

しては議員提出議案として取り扱わないこと

に決定いたしました。  

      次に、６番目の「住宅確保給付金の支給期間

の延長等を求める意見書」について御意見を

お聞かせください。 

高田 重信委員 反対です。  

松尾委員   実際、今も１年間ということになっています

ので、調査・研究です。 

委員長    全会一致の賛成ではありませんので、議運と

しては議員提出議案として取り扱わないこと

に決定いたしました。  
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      次に、７番目の「非正規労働者の不合理な待

遇格差の是正等を求める意見書」について御

意見をお聞かせください。 

高田 重信委員 反対です。  

松尾委員   ガイドラインについての云々がいろいろと書

いてありますけれども、これはつくられたば

かりで、しっかりと周知していこうというと

ころでありますので、今回は反対です。 

委員長    全会一致の賛成ではありませんので、議運と

しては議員提出議案として取り扱わないこと

に決定いたしました。  

      次に、８番目の「介護サービス利用料割り増

し負担の臨時的取り扱いに関する意見書」に

ついて御意見をお聞かせください。 

高田 重信委員 いろいろと迷っているところでありますので、  

      調査・研究とさせてください。  

松尾委員   賛成です。 

岡部委員   賛成です。 

委員長    全会一致の賛成ではありませんので、議運と
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しては議員提出議案として取り扱わないこと

に決定いたしました。  

      それでは、ここまでの協議内容について事務

局から確認させます。  

議事調査課長 それでは、ただいまの協議結果についての確  

認をいたします。  

全会一致となりましたのは、３番目が文言調

整の上で全会一致、４番目が原文のまま全会

一致となったところであります。  

その他、１番目、２番目と、５番目から８番

目については全会一致とならなかったもので

ございます。 

次に、全会一致のものについては、議会運営

委員会の委員の皆さんの中で御提案いただく

こととなっておりますので、提案者について

のお願いをいたしたいと思います。 

３番目の「不妊治療への保険適用の拡大を求

める意見書」につきましては、文言調整の上、

議員提出議案第２２号で、公明党さんの提出

案件でございますので、松尾委員にお願いし

たいと思います。  

また、４番目の「犯罪被害者支援の充実を求

める意見書」につきましては、議員提出議案

第２３号で、これも公明党さんの提出案件で

ございますので、佐藤委員にお願いしたいと
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思います。  

委員長    ただいまの説明のとおりでよろしいでしょう

か。  

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように決定いたします。 

      次に、協議事項５番目の議員派遣についてで

あります。  

      このことについて、お手元に資料を配付して

おります。  

      まず、１番の富山県市議会議長会への派遣に

ついては、去る１２月１日の各派代表者会議

において説明があったところであります。 

      また、２番の全国市議会議長会への派遣につ

いては、同会の相談役である五本議員に対し

て、その職位に基づき、相談役会議等への出

席を求められているものであり、派遣場所及

び期間については記載のとおりであります。  

      これらの件については、会議規則第１１１条

第１項の規定により、議会の議決でこれを決

定することとなっており、今定例会最終日、

２２日（火曜日）の本会議において議長発議

により議題とし、会議規則第３７条第３項の

規定により提案理由説明及び委員会への付託
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を省略したいと思いますが、そのように進め

ることとしてよろしいでしょうか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように決定いたします。 

      なお、この件に対する質疑及び討論の通告期

限についてですが、まず、質疑の通告期限に

ついては、質疑が行われる日の前日、１２月

２１日（月曜日）の午後５時まで、討論の通

告期限については、１２月１８日（金曜日）

の午後５時までを第一期限とし、これと対に

なる立場での討論の通告期限が１２月２１日

（月曜日）の正午までとなりますので御承知

おきください。  

      それでは、以上のことを踏まえ、お手元の資

料に沿って１２月定例会最終日、１２月２２

日の本会議の進め方について事務局より説明

させます。  

議事調査課長 〔資料「令和２年１２月２２日（火）本会議

の進め方（案）」により説明〕 

委員長    それではお諮りいたします。 

      １２月２２日の本会議の進め方につきまして

は、ただいま事務局から説明のありましたと
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おり進めることとしてよろしいでしょうか。  

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように決定いたします。 

      次に、協議事項６番目の陳情の取扱いについ

てであります。  

このことについては、１１月２４日の本委員

会において資料を提示し、今回、具体な協議

を行う旨をお伝えしていたものであります。  

      それでは、皆さんの御意見をお聞かせくださ

い。  

柞山委員   この件については去る９月１５日の議会運営

委員会において自民党会派より提案させてい

ただいたものであります。委員長からもあり

ましたが、その後、１１月２４日の本委員会

で事務局より資料の提示を受けております。

会派でもいろいろと協議を重ねてまいりまし

た。  

      そもそも請願は、憲法に定められている国民

の基本的人権の１つとして保障されている請

願権に基づくものでありますが、陳情は法律

上保障された権利の行使として行われるもの

ではなく、事実上の行為に過ぎないものであ

ります。 
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      また、請願は紹介議員が必要ですが、陳情は

必要ないということで、もともと請願と陳情

には制度上違いがあり、それにもかかわらず

議会での取扱いが同じであったことに対し疑

義を呈したものであります。  

      また、事務局から頂いた資料の中で、中核市

のうち陳情を委員会付託していない市が６０

市中３７市もあり、富山県議会においても、

請願は本会議で採決しておりますが陳情は採

決しておりません。 

      そこで、陳情については委員会や本会議での

採決まで必要ないのではないかという思いも

ありますが、しかしながら、各派代表者会議

で請願・陳情取扱要領をつくってからまだ任

期の４年も  経過した年数が短いこともあり

ますし、件数的にもそれほど多いという状況

ではないことから、とりあえず現状どおりに

してはどうかとの結論に我が会派では至りま

した。 

      なお、陳情について、先ほどの要領に従って

議長から議会運営委員会に意見を求められた

際は、先ほど申し上げた請願と陳情の違いも

念頭に置きながら、その取扱いについてしっ

かりと協議をしていきたいと思います。 

松尾委員   公明党としましては、現状のままで問題ない
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という意見であります。 

岡部委員   社会民主党議員会としても現状で特に問題は

感じられないので、現行どおりでいきたいと

思っています。  

委員長    皆さんの御意見をお聞きしましたところ、陳

情の取扱いについては現状のとおりでよいの

ではないかとの意見が大勢を占めているよう

であります。 

      それでは、陳情の取扱いについては現状のと

おり取り扱うこととしてよろしいでしょうか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように決定いたします。 

以上で、本日の協議事項は全て終了いたしま

した。 

これをもって、本日の議会運営委員会を閉会

いたします。 
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